
気象庁（気象台）

特別警報・警報・注意報
平成ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日ｘｘ時ｘｘ分 ｘｘｘｘ気象台発表
ｘｘ県ｘｘ地方では、ｘｘ日夜のはじめ頃まで土砂災害や低い土地の浸水、

河川の増水に警戒してください。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
ｘｘ市 大雨（土砂災害、浸水害），洪水警報雷，高潮注意報
特記事項 土砂災害警戒 浸水警戒
土砂災害 警戒期間ｘｘ日夜のはじめ頃まで 注意期間ｘｘ日昼前まで
浸水 警戒期間ｘｘ日夜のはじめ頃まで 注意期間ｘｘ日夜遅くまで
１時間最大雨量 ７０ミリ
洪水 警戒期間ｘｘ日夜のはじめ頃まで 注意期間ｘｘ日夜遅くまで

各種気象情報
大雨に関するｘｘ県気象情報第ｘｘ号
平成ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日ｘｘ時ｘｘ分ｘｘｘｘ気象台発表

ｘｘでは０５時までの１時間に２３ミリの強い雨
を観測しました。また、ｘｘではｘｘ日１１時の
降り始めからの総雨量が９０ミリを超えています。
・・・（後略）・・・
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気象庁の防災情報の伝達

台風予報

気象庁ホームページ、緊急速報メール等

（その他、地震、津波、
火山等に関する情報）

天気予報
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避難勧告等

気象台 市町村
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都道府県

気象庁から都道府県へ伝達。都道府県は市町村へ伝達。

防災情報提供システム
（インターネット版）

警報、特別警報、
指定河川洪水予報 情報伝達

（方法は都道府県による）

防災情報提供システム
（専用線接続）

補助的な
情報提供

※一部の都道府県へは、システム
間の高度な伝達方式へ移行。

インターネット

ユーザが選択した情報をメール配信

専用Webページの閲覧が可能

・ 情 報 を受 信 する と 、
専用の受領確認ソフトが
画面をポップアップ及び
報知音を鳴動。

・ 都道府県職員が情報を
確認し、ボタン押下すると、
専用ソフトが自動で受領証
を気象台側ソフトに返信。

住民

（端末に入れた専用ソフト間で伝達）

・専用線による確実な伝達
・受領証確認の実施
・専用webページの搭載
・ メール配信機能付き

報知音

その他、
台風予報、気象情報、
注意報、土砂災害警戒情報、
記録的短時間大雨情報、
竜巻注意情報 等

も配信している。

・専用web ページ
・メール配信

気象庁の防災気象情報の伝達（気象台から都道府県）

注） この他、気象庁から消防庁J-ALERTやNTTへ、
そして市町村へ伝達されるルートもある。
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